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W09a SPICA Coronagraph Instrument (SCI)：特に設計進捗について
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SPICA(Space Infrared telescope for Cosmology and Astrophysics) は宇宙航空研究開発機構が中心となって開
発をすすめている赤外線天文衛星である。SPICA ミッションでは口径 3m 級の望遠鏡を 2018 年に太陽・地球 L2
ハロー軌道に打ち上げ、～6K に冷却した望遠鏡による観測を行う。我々は SPICA への搭載を目指し、赤外線コ
ロナグラフ観測装置 SPICA Coronagraph Instrument (SCI) のための基礎開発、装置設計およびサイエンス検討
を進めている。この装置による観測の第一のターゲットは、木星型の太陽系外惑星の直接撮像および大気分光で
ある。合わせて、トランジット現象を利用した系外惑星の大気吸収の研究も重要なターゲットとなる。最近半年
間の主な進捗としては、とくに挑戦的な技術開発である極低温 tip-tilt ミラー、デフォーマブルミラーについて、
それらを採用しなかった場合を想定した設計検討、性能評価および比較を行ったことが挙げられる。そのほか、
SCI 内で光学素子のアラインメント手順、望遠鏡への要求の詳細な検討を進めた。本講演では、SCI の装置およ
び SCI を用いることで期待されるサイエンスについて、特に最近の設計、検討の進捗に重点を置いて紹介する。


